
乳糖不耐症患者はがんのリスクが低い 
 

乳糖不耐症患者は、乳糖の消化に必要な酵素・ラクターゼが少ないか全くないために、

乳製品に含まれる乳糖の消化が難しく、牛乳や乳製品の摂取を避けるように勧められて

いる。このことが、がんの発症や進展に影響している可能性があるといわれている。そ

こで本研究では、乳糖不耐症患者の肺がん、乳がん、卵巣がんの発症率について調査し

た。 
スウェーデンの乳糖不耐症患者 22,788 人とその家族を対象とした。調査の結果、乳糖

不耐症患者では、乳糖不耐症でない人よりも肺がん、乳がん、卵巣がんの発生率が低か

った（発症率はそれぞれ、0.55、0.79、0.61）。乳糖不耐症患者の兄弟姉妹および両親

では、これらのがんを発症するリスクは一般集団と同じであった。 
したがって、乳糖不耐症患者のがんのリスクが低いことは、牛乳や乳製品の摂取が制限

されることによる特異的な食習慣と関係があることが示唆された。 
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